
過去から学ぶ
◎公害「六価クロム汚染」

⾃然⽔中にはほとんど存在しな
いが、⼯場排⽔（メッキ、染
料、⽪⾰等）の混⼊による汚染
が起きることがあります。六価
クロムの毒性は、慢性的に経⼝
摂取すると肝炎が⾒られ、紛塵
を吸⼊すると⽪膚、呼吸器の障
害や肺ガン、⿐中隔穿孔が起こ
ります。（岐⾩市のホームペー
ジ）

過去のニュース（約3分）を
⾒ることができます   ➡
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出題の意図
◎科学的判断の重要性

l この課題は、⽭盾する調査結果の解釈を求め、受
験⽣に科学的根拠に基づく批判的思考を促してい
ます。

l A⽒の調査が⽰すデータ不⾜やB⽒のデータ⽐較の
限界を読み解き、医療におけるデータの扱い⽅を
考察する⼒が求められます。
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問１の解答のポイント
◎A⽒の調査結果の限界を⾒抜く

問い：A⽒の調査に基づく社⻑の主張を疑える理由

l ⼟壌サンプルだけでは、呼吸器疾患の要因である
⼤気汚染を把握できない。

l ⼯場の煙に含まれる揮発性化学物質などの要因が
無視されている可能性。

l その他
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問２の解答のポイント
◎データ⽐較の適切さの検証

問い：B⽒の⽐較が適切でない要因を⼀つ挙げる

l ⽐較対象地域の⼈⼝構成、年齢層、喫煙率などの
環境要因の違いが考慮されていない可能性。

l ⼯場の影響以外に疾患増加の要因があるかもしれ
ない。
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問3の解答のポイント
◎科学的思考⼒とデータ解釈⼒の重要性

問い：医療においてデータをどのように扱うべきか？

1. バイアスの排除：中⽴的な視点でデータを収集
する。

2. 多⾯的な調査：環境・⽣活習慣など複数の要因
を考慮する。

3. 再現性：異なる条件でも同じ結果が出るかを確
認する。
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参考：科学的思考⼒
◎これから⾝につけるべき⼒

1. 統計学の基礎を学び、データを正確に扱う⼒を
養う。

2. 医療ニュースや学術論⽂を読み、EBMの実践に
触れる。

3. グループディスカッションや模擬調査を通じ、
実践的な問題解決⼒を磨く。
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参考：医療ビッグデータ
◎AIとデータ解析の融合

医療のデジタル化により、ビッグデータを活⽤して
診断精度を⾼めることが求められます

l AIの役割：膨⼤なデータから因果関係やパ
ターンを⾒出す。

l 医師の役割：AIの結果を鵜呑みにせず、最終
判断を下すこと。

l 解釈⼒と責任：AIによる予測を批判的に検討
し、患者の状況に最適な判断を⾏う⼒が必
要。
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未来の医療を創る
◎科学的判断の重要性

l 医学は、科学的根拠と⼈間的判断を統合する複雑な
知識体系です。

l AIやビッグデータが発展しても、最終的な判断は⼈
間の医師が⾏います。

l 医師として必要なことは、データの背後にある患者
の⼈⽣を理解し、最善の治療を提供することです。

この動画はYouTubeでも視聴・確認できます
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